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明治大学に司書 ・司書教諭課程が設置され、
2年たちました。兼任講師および他の資格課
程の先生方、事務を支えてくださっているス
タヅフの方々、大学内外の図書館な らびに多
くの関係者の方々のご支援 とご協力により、
おかげさまで、少しずつではありますが、形
が整ってまいりました。
さて、本号(第2号)で は、兼任講師のお
二人の先生方にご執筆いただきました。今後
も兼任講師の先生方には、順次、 ご執筆 いた
だきたいと願っています。
2002年度から兼任講師の先生のお顔ぶれが
少 し変わ ります。そこで今回は司書教諭課程
の高梨先生から、お別れのことばを頂戴 し、
新 しく 「学習指導 と学校図書館」を教えてく
ださる米谷茂則先生には、本学のご卒業であ
ることもあって、後輩に対する抱負を述べて
いただきました。
司書課程では新たに 「図書館資料論」を斎
藤泰則先生(玉 川大学)が、「資料組織演習」
は、渡部満彦先生(大…妻女子大学)と 本学図
書館(駿河台)の高橋美子先生がご担当 くだ
さることになりました。
初年度から継続 してお教えいただいている
諸先生方に加えて、このたびも力量ある先生
方をお迎えすることができて、大変嬉しく思っ
ています。
司書課程の 「図書館学総論」では、障害者
サービスの専門家である河村宏氏(財 団法人
B本障害者 リハビリテーション協会、情報セ
ンター長)に 、コンピュータの機能を最大限
に活用 した情報サービスの現況を伺いました。
視覚障害者の方 には、音声 での説明、 聴覚 障
害の方 には画面上での拡大 も含めた文字 表 示
などすべての人に情報を提供す るために、様 々
な工夫がなされている現況を知 ることが で き
ました。加 えてわが国 では10年後 には人 口 の
25%が高齢者 となる時代を控 え、情報入 手 に
際 して障害 を持っ人口が増え る状況に あ り、
情報提供サー ビスが ますます重要 とな るこ と
を再認識す る機会 とな りま した。
司書教諭課程では、昨年 に引 き続 き、 佐 藤
先生の文章 に もご紹介のあるシャンテ ィ国 際
ボ ランテ ィア会(社 団法人)め 事 務局次長 兼
海外事業 ・企画調査課長の三宅隆史 においで
いただ き、っい最近 まで活動 なさって いた ラ
オスの人 々のための難民キ ャンプに おけ る図
書館活動 にっいて ご報告を伺 いま した。 ビデ
オで、子供 たちのあたか も活字 に飢 えて いる
かのようなむさぼるよ うな表情 と輝 く瞳 を 目
に して、教育の原点 と図書館 の役割 を考 え さ
せ られ る感動のひとときを もちま した。
お二人には、 ご多忙の中をわざわ ざお出 か
けいただき、 その うえ、1部 と2部 の授 業 の
間がか なりあったため、1日 に2度 もお いで
いただ くなど、大変お世話 になりま した。 あ
らためて誌面 を借 りて、お礼を申 しあ げたい
と思います。
2001年度は、司書課程では演習科 目が 開始
され、 また図書館特論(図 書館実習)も 始 ま
りました。 ご多忙 のなかを実習生を受 け入れ
て くだ さった各図書館 とご担 当の方 々には、
心 からお礼を申 しあげます。
ことに実習生のた っての希望 で、ひとりは、
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農学部農芸化学専攻 ということか ら、 自然科
学系の専門図書館である神奈川県立川崎図書
館に、また趣味が嵩 じて音楽の専門図書館で
の実習を望み、その願いをかなえて くださっ
た東京文化会館音楽資料室にと、 この2館 に
はご無理をお願いいたしました。東京都のこ
の音楽資料室には、今後専任の司書をおかな
いという話 も耳にしています。実習生の受け
入れも最初で最後になるのではとの危恨も抱
いています。
東京都立多摩図書館の今後の動 きも気にな
るところです。今回実習生を受け入れていた
だいた各図書館では、それぞれにさまざまな
問題を抱えておられ、図書館が変革の時を迎
えていることをひしひしと感じました。 それ
にもまして、そのような状況のなかで、カー
杯、必死で利用者のために働いておられる様
子を目の当たりにして、実習生には通常の授
業では肌で感 じることが難 しい 「ライブラリ
アンシップ」を感得することができたのでは
ないで しょうか。その点においても実習館と
それぞれご指導いただいた方々に重ねて感謝
する次第です。
実習生のなかには、告白にもあるとおり、
遅刻者や体調を崩 した学生 もいましたが、お
おむね、暑さと眠気 と戦いっっ、なかには、
図書館へ到る道のりにいた蚊の群れ との苦闘
もありで、それぞれにいろいろあったようで
すが、みな真剣に実習に取り組んだ様子です。
他大学の実習生 と一緒に受けさせていただい
たところもあるのですが、実習に関 しては、
本学が4年生以上の受講になっているため、
他大学の実習生よりも学年が上だということ
もあったせいか、 リーダー的な役割 を担 った
様 子で、実習館か らの評価 もよく、実習初年
度を無事に終えることができ、非常に安堵 し
ています。これについては 「実習に際 しての
心構え」ということで、明治大学卒業生の二
見廣文氏(前 渋谷区立笹塚図書館長)お よび
大野友和氏(本学図書館庶務課長)に お話を
伺えたことも功を奏 したようです。
最後になりましたが、昨秋は同志社大学の
図書館見学会(東京周辺)に 図書館特論の受
講生が飛び入 り参加を許され、貴重な体験 を
させていただきました。渡部信一先生、大城
善盛先生には篤 くお礼申しあげます。
司書教諭課程では、2001年度で2年 間経過
し、資格付与の態勢が整ったというところで
す。来年度は司書資格も完成年度を迎えます。
今号も次年度の受講生の参考資料として 「図
書館訪問」および 「学習指導案」を掲載 しま
した。2002年度の一層充実した報告等を期待
しています。
今年度も熱心な受講生が多 く、司書 あるい
は司書教諭として働きたいとの気持 ちが強い
学生が多数いるだけに、かれ らを誇 りに思 う
と同時に、かれらの希望をいかに実現するか、
就職へとっないでいくかというところが大 き
な課題です。
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